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　   　4月25日　鹿児島市中央公園

　　　 5月　9日　鹿児島市中央公園

5月16日　鹿児島市みなと大通り公園　
5月23日　鹿児島市中央公園
5月30日  中央愛犬病院
6月  6日　中央愛犬病院　

6月13日　鹿児島市中央公園
　　　　　　
 ※毎月下記予定で開催いたします。
　

第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：みなと大通り公園　
第1日曜日：中央愛犬病院（不定）

　　  　  　　 午前10：00～午後3：00
譲渡会会場では、飼い主のいない猫（野良猫）

の不妊手術についてのご相談を受けておりま
す。トラップケージ（捕獲用ケージ）の貸し出
しもしております。
この時期、妊娠中の猫が多いですので、ま

ずは会場に相談にいらしてください。

猫の慢性腎不全について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　岩元動物病院　　岩元レナ 

 

テレビや雑誌などで、スタイル抜群のモデルさんが「健康や美容のために　意識してたくさんお水を飲むようにしています。代謝が上って痩せやすい体になるんですよ。」と話をしていました。

 　お水をたくさん飲むことは、体にとっていいことだと思われる方も多いと思います。

 
　では、猫ちゃんがたくさんお水を飲み始めたらどうでしょうか？

 　「台所でお水飲んでると思ったら、今度はお風呂場で飲んでるの。しょっちゅう水飲んで、最近妙によく飲むわよねー。」と思ったら要注意です。

 　
お水を異常に飲むという症状の原因には、腎臓病や糖尿病。ホルモンの病気などが考えられます。そのなかでも　慢性腎不全は　年をとったねこちゃんにとても多い病気です。

 　始めは、元気がなくなって　よく寝ていることが多くなったり、食欲が少しずつなくなったり、毛づやが悪くなってきたり・・・と、一見高齢だからしょうがないよね。と見過ごしてしまうような症状から始まりますので、ねこちゃんからの病気のサインを見逃さないように気をつけてあげましょう。

 　なにか変だなと　思ったら　まずは動物病院に行って　相談をしてみましょう。

 
　病院では　身体検査、尿検査、血液検査、エコー検査などから診断をしていきます。

 　慢性腎不全は、腎臓の働きが少しずつ失われて、腎臓がうまく働けなくなっている状態のことをいいます。

腎臓の主な働きは　血液中の老廃物をおしっこに出して、必要な水分を再吸収することです。その機能が低下してしまうと、血液中におしっこの成分がはいってしまったり、水分を捨てすぎて脱水をおこしてしまうのです。

 　残念ながら、一度障害を受けた腎臓を元に戻すことはできません。

 　ですが、いまある腎臓を長持ちさせることは　できます。

 　そのために、できるだけ早く気づいてあげて、残っている正常な部分の腎臓に負担をかけないための治療を始められればと思います。

 　

治療には食事療法や、毒素吸着剤、脱水している場合は点滴などを行います。

最近では腎臓病のねこちゃん専用のおいしい腎臓病食もありますし、脱水の程度が軽ければ3分もかからない点滴で済みます。ほとんどのねこちゃんは痛がらず、点滴されながら飼い主さんに撫ぜられてゴロゴロ言う子もいるくらいです。

 　ですから慢性腎不全と診断されても気を落とさず、ねこちゃん自身が幸せだったと思って、最期を迎えられるような人生(猫生？)を目指して、みんなで楽しく長生きができれば・・・と願っています。ねこちゃんと一緒にハッピーライフを目指しましょう！！


黒猫カーニャン

この度 会報に初めて執筆させていただくにあたり、我が家のどの猫の事から書き始めようか迷いましたが、我が家の最先住、カーニャンの事をご紹介させていただこうと決めて執筆を始めさせていただきます。さて、カーニャンは当時私が住んでいたマンションから数件先に建つアパートに暮らす子猫で、飼い主の親子の腕に抱っ子されたカーニャンと私は路上ですれ違ったのが最初の出会いです。
　そのすれ違い様のカーニャンは真っ赤な首輪の真っ黒な子猫で、こぼれ落ちるばかりの真ん丸の大きな大きな目を持つ可愛い子で、私には特別に可愛い子猫に映りました。
　しかしその黒子猫の飼い主は、その後アッという間に可愛い黒子猫を無情にも捨てて引っ越してしまいました。数日の間、空腹と家族が去った悲しい寂しさと建物破壊の恐ろしさとで怯え戸惑う子猫が接触のない私に捕まる訳はなく逃げるだけで「あの子はお腹をすかせて今は何処を歩いているのか？」とずっと気になって仕方なく「捨てた人は一体あの子の気持ちをどう思っているのか」と腹立たしくて怒りがこみあがるばかり。その様な日々を数日重ねたある日の事。。。３階の室内から螺旋階段を降り始めたら下の玄関ホール辺りから「ニャ～～ァ」と響き上がる猫の鳴き声。主人の脇から超可愛い声の猫を覗いてみたら、猫は真っ黒な黒猫で顔にはこぼれ落ちんばかりの大きな大きな真ん丸お目目をつけたあの捨てられた黒子猫！！
ここはペット不可のマンション、私達がこの子に手を差し出していいものか考えました。
けれど見ればお腹が少しふくれ始めどうやら野良妊婦になっている様子の上、口を開けてときどき苦しそうでもあり、体を重たそうにひきづって歩く様子。ますますカワニャンタ（かわいいにゃんた略）が私と主人までも気が気でなくなり、直ぐ脇の飲食店にお願いして裏口をフード場として貸してもらい、毎日フードを出してあげれる様になり、幸いにもカワニャンタは私たちにじょじょに慣れ始め直ぐに抱っこさえ出来るようになりました。
けれど、ある日、某お庭の水溜まりの水を飲もうとしていたカワニャンタがホウキで頭を叩かれて水さえ飲めない有り様を見てしまい、私は本気で猫と暮らせる賃貸物件を探し始めました。
　時はまだ２００１年、賃貸住宅のペット可物件は今以上に少ないでした。 
けれどあれを「巌も通す一念」というのでしょうか、避妊オペした動物病院にカワニャンタを預け、毎日、電停沿いの「空室」を見つけては皆無に近い「猫と暮らせる物件」を探し続けたのです。カワニャンタと暮らせる今のアパートが決まり、楽しい暮らしが１ヶ月くらい過ぎた頃、カワニャンタは痙攣をしパターンと倒れ意識を失う発作を繰り返すようになり、心臓が悪いと判明。
 私は「どこまでこの子は苦労を与えられるのか！」とカワニャンタが可愛そうで可愛そうでならず泣いてばかり！！けれど、ある日の病院で、猫エイズを発症しながらも、優しい笑顔で猫ちゃんを入院させる強いママさんと遭遇して「私も悲しみを乗り越えて病気と向き合わなければいけない」と悟り、少しでもカワニャンタを楽に幸せにしたいと思い、この子にはどんな暮らし方が適しているかを学びました。そして可愛い猫だからカワニャンと呼んでいた名前も健康で元気になれればの思いを込めて「ロシアの元気な女の子」をイメージしてカーニャンと改名。
　カーニャンの保護を頑張った私は、それを頑張った分だけ野良猫達がみんなカーニャンに思えてしまいカーニャンの心臓は大丈夫か？と悩みながらもあの野良猫を「なんとか救いたい」の思いから翌年に野良子猫を１匹保護し、また翌年には生まれたての乳飲み子を１匹増やしと猫家族が増えていきました。
　もしもあの時、カーニャンと出会って居なければ、今の私はあり得ずに、今いる猫達とも暮らすことは無かったでしょう。こうして様々を思う度に、私がカーニャンを助けたのではなくカーニャンが私を助けたのだ！といつも思い、猫って不思議で本当に素晴らしい！と思うばかりです。
　捨てられて飼い主を待ちわびるあの日のカーニャンの姿こそ「だから動物を捨ててはならない！」と声を大にして叫べる私のエネルギーです。
　長くなりましたが、最後まで読んでくださってカーニャンと共に感謝いたします。　　　　　Ｓ.Ｎ　
『鹿児島市猫の適正飼養及び管理ガイドライン』の策定
　鹿児島市では、猫による糞尿、鳴き声等の被害を軽減し、人と動物が共生できる地域社会の実現を目指すため、鹿児島市の区域内において、猫の飼い主等の心構え及び地域猫の手法（地域住民等が当該地域の野良猫のエサ場、糞尿、繁殖制限等の管理を行う手法をいう。）を取り入れた野良猫の良好な管理のあり方に関する「猫の適正飼養及び管理ガイドライン」を策定しました。
・ガイドラインに関するお問合せ先
鹿児島市保健所生活衛生課獣疫係
電話：099-258-2321（内線241、242）
ファックス：099-258-2392
E-Mail : c-kosyu2@city.kagoshima.lg.jp
（上記、鹿児島市ホームページより抜粋）

・ガイドラインは保健所にて配布しております。
 ご希望の方は、犬猫譲渡会会場でも配布しております。
・鹿児島市では、｢地域住民の理解・協力・承諾｣を得て地域内の飼い主のいない猫に不妊手術を施し、エサ場、トイレの管理をする「地域猫」活動の普及に向け今年度、「地域猫の不妊去勢手術費補助金交付」を実施します。
交付の流れと、「地域猫活動取組届出書」等、補助金交付に必要な提出書類について、下記
定例総会後の「地域猫セミナー」の中で、保健所職員の方を招き、お話し頂きます。
野良猫トラブルを抱えている地域の方々のご参加をお待ちしております。
４月２９日（祭日）定例総会開催！
時間：10：00～12：00
場所：かごしま市民福祉プラザ　５階中会議室
同時開催：地域猫セミナー「地域猫ってなーに？」　　
　　  　                        　　　　　　　　　
　　　　　　　                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



犬猫譲渡会・決定数


２月１４日


成猫２匹：子猫４匹：成犬２匹


２月２１日


成猫２匹：成犬１匹


２月２８日


成猫1匹：子犬２匹


３月１４日


成猫６匹：子猫１匹


３月２１日


成猫３匹


３月２８日


成猫３匹：子猫２匹：成犬１匹


４月１１日


　成猫３匹：子猫３匹：子犬２匹





これまでの合計匹数：３０９０匹


猫：２３７８匹


犬：　７６１匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC(ロータリー地域社会共同隊)　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











会費・寄付金の振込先の変更


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・郵便振替　


記号：17890番号：246741


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島




















〒892-0816


鹿児島市山下町１５－１


かごしま市民福祉プラザ内


メールＢＯＸ１１番


TEL 090－8760－2092








平成22年3・4月号

















「犬と猫と人間と」上映会開催！


上映会スケジュール


8月7日（土）


かごしま県民交流センター（中ホール）


1回目　開場10：30　上映11：00


2回目　開場13：30　上映14：00


3回目　開場17：30　上映18：00


◎5月より前売券を発売いたします。


（譲渡会会場での販売・会員による販売）


前売券 大人：1000円（当日1200円）


       学生：800円（当日1000円）


　　 小学生：500円（当日同額）


★4月29日定例総会にて、前売券の先行販売を行います。


　









































